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誠灸刺激で誘発される局所炎症反応
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要旨 誠灸刺激H1fの末梢機nにおける局所炎症の関与について， ヒ卜及びウ レ タ J麻酔下ラッ ト を周い

て実験した 紙灸または凱刺激で誘発されるフレアー (flare) を写真蹟影 してその大きさを測定し

lfn管からの Eva ns B l ue の漏出を S pectropholomelry で定量的に測定した 灸刺激は鯨刺激に比
べよ り強く 色素の漏出を誘発した.錨灸刺激のいずれも著明江フレアーまたは色素の漏出を誘発しそ

の時間経過はきわめて矧似していた

こ れら四結果は，鈍灸車リ激が共に侵害刺激として局所炎涯を引き起こすこ と示しており ，鋪灸刺激の

共通する受容器としての ポリ モーダル受容器の関与を示唆するものである

Local inf1ammatory reactions induced by acupuncture and moxibustion 

KAWAKITA Kenji ' , OKADA Kaoru " , NABETA Tomoyuki"・1

MIURA Toshihiro.... and KITAKOJI Hiroshi"判事

*Depαrlment oJ Physio logy , Meiji CoLlege olOrienlal Medicine 
" Pracμce ACl中山叩lun叫 ， Meり i ColLege 0/ OrientaL Medicine 
日*Meiji Teachers SchooL 01 Acupunclure 

. . ..Depαrlmenl 0/ Physicα L Educαtion， Meiji ColLege oJ Orientα1 Medぽυ，.

n・ 8 ・ Deparlment 0/ Oriental Medicine , Meiji College 01 Oriental Medicine 

$ummary: Local �nflammatory reactions induced by acupuncturc and moxibustion were 
exam絜ed in human yolunteers and urethane anesthetized rats. Acupuncture manipulation 
(IOmm  in deplh , 10 needle rolalions) and moxibustion (about O.7mg of moxa) wcrc apｭ
plied to human skin. The size of any f1are areas evoked by these stimuli was measur巴d
at 0.5, 1, 3 and 5 min after acupuncture and at 1, 5, 10 and 15 min after moxibustion 
respectively. Some flare react綷ns were photographed. 1n rals , Evans blue dye extravasaｭ
lion induced by acupunclure and moxibustion (IOmg) or focal heatstimulation (60" C, 10sec) 
of the sk絜 was photographed and the amounl of exuded blue dye was m岡山red by specｭ
trophotometry 
Both acupuncture and moxibustion 絜duced very clear f1are reactions (mean area of 240 

and 220mm2 at 1 min after the onsel of acupuncture and moxibustion). The time courses 
of decay in flare areas evoked by acupuncture and moxibustion were very similar. In r a同 1
both acupuncture and moxibustion induced cxtravasation of blue dye that developed 
gradually for several hours. Moxibustion of the skin induced more intense exudation 
of dye. Application of focal heat stimuli 10 various body regions induced significant 
increase of dye cxudalion ( 27-34 μg/g wet Lissue). On the other han d , acupuncture inｭ
duced significant. exudalion only in auricular skin 
These 1 田uits suggesL thal acupuncture and moxibustion induce local inflammation and 

activate polymodal rcceptors which are close1y related to inflammatory pain 

Key Words 誠灸 Acupuncture and mox ibustion , ポリモ ー ダル受容器 polymodal 
recepto r , フレア ー fla r e , 局所炎症 local inflammation 

73 



74 錨灸刺激で話先される局所炎症反応

目 的

我々は こ れまで針鎖術の機序を解析する [þで鍛

灸刺激の末梢受容機序におけるポリモーダJレ受料

招の関与を明らかにしてきた 1 ， 2) この受容認は

侵害受容器の一種として鍛灸刺激に応じ，炎症時

に産性される化学メデイエーターによって感作さ

れ反応性が増大することが知られている幻

- 1J, ':; ボと呼ばれる部位と圧痛点との問に位

援な関連のあることが知られており叫。 巾国にお

ける古典にもこの圧痛点を阿是穴と呼び経穴の一

種としている幻 そこで，ポリモーダ Jレ受容器を

銭灸刺激の受平年探と仮定することにより， ツポと

呼ばれる刺激lliH立を，受容器;の感作している部位，

凶lち 11:桁点として説明可能であることをIUJ らかに

してきた6) しかしその直接的な証明はまだ充

分ではない.

鍛刺激や灸刺激によって刺激局所に発赤・フレ

アーの現われることが臨床的に良く知られている。

この発赤 ・ フレアーの発現は局所炎1!Ë反応と考え

られ，ポリモ ダル受容器が密接に関連すること

が最近の研究によって明らかにされている 7) そ

こで本研究では， ヒトおよびラットを用い， 鉱灸

刺激と局所炎症反応の関連について句フレアーと

Jlll煩漏出反応を指標として検討した

対象と方法

実験には健康成人およびラ γ 卜を!日いた ヒ卜

の実験では鍛刺激にセイリン20号， 4伽m車十をJTJい，

v針法によって切皮後10回の絵針を行ないそのま

ま ìi1針した 灸刺激には米粒大(約07mg)のも

くさを-tJ すえた.刺激後 5 ー 15分間経時的な変

化を観察 ・ 記録した 出現したフレアーおよび膨

疹の大きさは写真純影のほかノギスを用いて桁円

に近似した而震から算出した

Fig. 1, F!are reaction induced by acupuncture and moxibustion ﾎn man 

Photographs wcre takcn at 3 min after acupuncture and moxibustion. Clear flare 
I"cactions wcr(! cvoked in lhe back skin of a hcallhy young man 
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動物実験にはウイスタ ー系ラァトをrIJい， ウレ

タン麻酔 (IAg/kg . J阪日空内注射)下でアトロ

ピン( 5 昭/kg) 及びエパンスブルー (5伽g/kg)

を的注した あと， 誠刺激(捻針白針) . 灸刺激

(10mgのモグサ) ま たはプロ プをJljいた熱刺激

(1 0秒。 600C)を除毛したl立問に行い. 1111類漏出

の結果ιJ ， じ る伎町の77艇を統的的に写真搬出2した.

また， 品~1I U した色業の定量には，ホルマリンによ

る椛流阿定後，刺激古官官fの組織を切り H:\ L. . 昔話!]j

引を >>liJ定L. . ホルムアミドに入れ60
0

Cで 1 8時間加

耐後にスベクト ロフ ォトメーターを HJ い波長620

nm の光'干密度を測定し ， 校正曲線から色素iil を

求めた.行意耳の検AËには Studcnt's L-L田L を

f\J\、 Tこ

結果

ヒトの皮膚に鍛刺激または灸刺激を行なうと刺

激後 l 分で既に両者とも顕おなフレアーが現れそ

の後徐々に縮小していった 図 l はその一例で，

鍛 ・ 灸刺激とも背宮市!立府に行な い 3 分後に写呉服

影したものである 鍛刺激に比べて灸刺激の方が

より顕新なフレアーを読発し，また刺激l~~位には

膨疹が観察された. このフレア ーの面積を刺激後

1 分で比較すると鍛刺激では 1 20 :t 30mnl (平均士

糠準誤差 n =30) . 灸刺激では220 :t 45m~ (n = 

15) であった こ の フレア のI市町の符Jl 与的な変

化を示したものが図 2 である 刺激後 l 分の面f;';

を\00%として両者のl時間経過を比べると，誠刺

激の方が消退する時間が速いものの，その1時間経

過はよく 似た傾向を示した

一方，ラットにおいては， 銭刺激 ・ 灸刺激によ

り 1 顕若な色素のJfn'íSからの漏出が観察された

図 3 は除もした腹部!立問に\0昭の灸刺激を与えた

後の経時的な笈化を示すものである 刺激後 3 分

ですでに刺激部位の周囲にわずかながら市い色系

の漏出が認められ. 30分. 3 時間と時mJを経るご

とにその周囲の環状の色素漏出は顕著かっ大きく

なっていった 一方1 銭刺激によっても l百l犠の色

素漏出が制察されたが. その大きさは刺激部{立，

Jj法によって災なっていた 店針法では耳介皮間
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Fig. 2. Comparison of time courses of 
decay of flare reaction induced 
by acupuncture and moxibustion 

rIare areas wcre shown as % of 1 min 
value 

の刺激が最も有効であった。 また捻針 ・ 壷Jiillm刺

激によって， その色素漏出はより大きくなる傾向

を示した 区1 4 は鉱刺激(捻量11産自針)と熱刺激

(600C. 10scc) によって漏出した色素益を刺激後

60分に測定した結果を.中山曲部位による迷いで比

較したものである 鍛刺激では.腹部 ・ 四肢の皮

膚刺激がほとんど無効であったのに比べ耳介のみ

が対照部位に有志な JJn類漏出を引き起こした

( P <0.01. l-lest) . ープJ 1 熱 ~IJ激ではいずれの

刺激部位においても有也、に著'Vlな色素漏出が観察

され.特に刺激部伎による差は見られなかった.

考 察

人の皮!内に熱刺激， 機械的刺激あるいは化学的

な刺激を与えて組織の1[1傷を起こすと . 刺激局所
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After 3 hrs 
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5mm 

After 30 min After 3 min 

Fig.3. Ex:travasation of Evans blue induced by mo則 bustion i n the rat 

Evans blue was injected inlravaneously and thc skin was sha¥led and hair was re 
movcd. Moxibustion (10mg) induccd a cJear ring around thc stimulated site and it 
increascd gradually after 3 hours 

Fig.4. Regional difference of 
exudation of Evans blue 
induced by acupuncture 
and focal heat stimulaｭ
tlon 

A: acupunclure , 
B: focal heat st imulal ion , 
Abbreviations 
C: control. 
A: abdomen 
L: limb , 
E: C81 
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の発赤にはじまり。次第に広がってフレア ーを形 引用文献

成し.やがてその小心に膨疹が現われるという一

連の反応が見られる剖 この現象は神経性炎抗と

も呼ばれ， その発現機!芋は無髄の痛党相Irf&の逆行

性興訴による事IJ索反射と考えられている3)

今回の実験において鍛灸刺激共にヒ卜 で顕著な

7 レア ーを形成し， その消退のIl !i閉経過が類似し

ていたこと.またうットでは両刺激とも顕著な Iln

類漏出反応を引き起こ した これらの結果は，銭

灸刺激が侵害刺激として共通した局所炎症を引き

起こしていることを示している。我々はこれまで

鍛灸刺激がポリモーダノレ受谷器を興奮させ.その

効果を発現させることを壷|鎮痛の発現機I í'を中心

にして明らかにしてきたが，本研究のtJ『よ!:!は.鍛

灸刺激が共に侵吉刺激としてポリモ ー ダル受容器

を興需させ， 軸索反射を介して，フレアー， JJn燦

漏出を発現させることを示しており ， 銀灸刺激の

受谷.機序におけるポリモータル受容器の役割を明

らかにするものと考えられた。
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